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く）は 417 万 TEU にとどまり、1TEU を 20 トンに換算した場合、同年度の鉄道貨物輸送






通統計年鑑（2008 年）』によると、2007 年に 90 の線路でコンテナ定期列車が運行され、
220 の都市をカバーしているというが、実際の運行本数は少ない。2008 年の 1 年間に運行















（2004 年 1 月に国務院全体会議で決定）と『鉄道第 11 次 5 ヶ年（2006～2010 年）計画』
（2006 年 3 月に全人代で可決）の中に盛り込まれ、順次着工するようになった。2013 年 2
月現在、青島、大連、上海、鄭州、西安、武漢、昆明、重慶、成都の 9 ヶ所は既に完成し、
稼働している。ハルビンは 2013 年 3 月に着工し、ウルムチと天津も近く着工する予定だと
いう。 
 











































成都の 7 支社と上海と大連の 2 子会社がある3。各支社・子会社の社長は本社から派遣され
るが、実務担当の副社長は殆ど所在地の鉄路局からの出向者が務めるという。各支社・子
会社の従業員数はセンター駅の規模によって 80 人～150 人とまちまちである。 
                                                  
1 日通総合研究所(2004)、李(2004)、池上・大西(2007)、李(2010)などでコンテナ・センタ
ー駅の整備計画に関する記述がある。 
2 筆者は 2013 年 2 月 21 日に中鉄コンテナの本社、2 月 22 日に中鉄聯合コンテナの本社、
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 9 センター駅は、港湾立地型と内陸立地型に大別できる。前者は上海、大連、青島の 3 駅
で、残りは後者に分類される。また、内陸立地型の各駅の中では、中継貨物の扱いが比較

































表 1 稼働している鉄道コンテナ・センター駅 













































































ら 1.2 キロ 
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重慶、成都では 850 メートルで、ほかの駅では 1050 メートルである。 
（出所：ヒヤリングの内容と中鉄聯合コンテナ社の提供資料より筆者作成） 
 
























着荷通知を発行してから 24 時間以内は無料留置期間だが、それ以降は保管料（20 フィード
コンテナ１日あたり 30 元）が課される。鉄道側のコンテナを使っている場合、延長使用料











ンター駅も、その比率がそれぞれ 5 割と 3 割にとどまっている。この 3 駅以外のセンター
駅もほぼ似通っている状況にあるという。 




表 2 鄭州、青島、成都の 3 コンテナ・センター駅発着の主要なコンテナ定期列車 





























1. 青島―鄭州（週に 5 列、39 両編
成(78TEU 積)） 
2. 青島―西安（週 2 列、50 両編成
(100TEU 積)） 
3. 青島―阿ら山口―中央アジア（週
に 5 列、50 両編成(100TEU 積)） 
4. 青島―霍爾果斯―ロッテルダム
（2012 年 12 月に試験運行） 
 












に 5 列、48 両
編成） 
2. 成都―上海（週
































































                                                  
4 筆者は 2013 年 2 月に中国鉄道科学研究院、中国水運科学研究院、西南交通大学など輸送
分野の有力な研究機関の研究者らと交流する機会があった。これらの研究機関の複数の研
究者からセンター駅整備計画の合理性を疑問視する意見が出された。 


















 実際、旧鉄道部は 18 ヶ所のコンテナ・センター駅をディア 1 のコンテナ輸送ノードとし
て整備するのと併せて、約 40 ヶ所のコンテナ専用取扱駅（ディア 2）と、約 100 ヶ所の併
用取扱駅（ディア 3）を整備し、3 段階からなるコンテナ輸送ノード網を構築することを計
画していた。そして、ディア 1 のセンター駅の間でコンテナ定期列車を走らせる一方で、
ディア 2 とディア 3 の取扱駅で受け付けたコンテナを域内のセンター駅に転送してコンテ
ナ定期列車に編入する（房,2008）。到着コンテナもその一部がセンター駅の中継を経てデ
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5 例えば、コスコ・ロジスティクスの張際慶総経理（2013 年 2 月 21 日に面談）、中国水運
科学研究院の鄧延吉教授（2 月 22 日に面談）、中国物流と購買聯合会（CLPF）の賀登才副
会長（2 月 27 日に面談）、中国鉄道科学研究院の崔艶萍研究員（2 月 27 日に面談）、西南交
通大学の張錦教授、毛敏准教授（3 月 1 日に面談）などは、中国鉄道コンテナ輸送の現状に
ついて類似する見解を示した。 
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7 大連のセンター駅はコンテナ埠頭に地理的に隣接するうえ、埠頭との一体的な運営体制の
構築を進めている（http://www.cngaosu.com/a/2012/0307/273137.html 参照）。 
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  なお、本調査は科学研究費助成金（基盤研究 C、課題番号：24530521）をうけている研
究プロジェクトの一環として実施したものである。 

































    〒102-8160 東京都千代田区富士見 2-17-1 
     TEL: 03(3264)9420 FAX: 03(3264)4690  
URL: http://www.hosei.ac.jp/fujimi/riim/           
E -mail :  cbir@adm.hosei .ac.jp    
                  （非売品） 
                                 禁無断転載 
The Research Institute for Innovation Management, HOSEI UNIVERSITY 
 Hosei University RepositoryUniversity Repository
